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衆
議
院
議
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井
和
則
君
提
出
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脊
髄
液
減
少
症
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」
（
以
下
「
確
立
研
究
」
と
い
う
。
）

の
主
任
研
究
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の
症
例
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

三
に
つ
い
て

確
立
研
究
に
お
け
る
診
断
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は
、
保
険
外
診
療
を
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
当
該
検
査
を
実
施
す
る

場
合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
混
合
診
療
」
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
五
十
九
号
）
等
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
が
行
わ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
混
合
診
療
」
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
検
査
に
係
る
費
用
は
、
全
額
患
者
負
担
と
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

公
費
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
は
、
「
混
合
診
療
」
を
禁
止
し
て
い
る
趣
旨
に
か
ん
が
み
る
と
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

四
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
脳
脊
髄
液
減
少
症
」
の
診
断
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
御
指
摘

一



の
よ
う
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
一
般
に
、
病
気
を
確
定
す
る
た
め
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
等
に
基
づ
き
、
保
険
給
付
が
行

わ
れ
る
。

五
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
確
立
研
究
の
分
担
研
究
者
に
つ
い
て
は
、
主
任
研
究
者
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
指
針
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
適
切
に
選
任
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二


